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Ⅰ はじめに

特殊セラミックス粒による界面動屯処確システ

ムを原理としたエルセ清水器 (図 卜4,表 1)が､

RO装置のモジュール寿命を延長させ うるかどう
か､検討したo

図1.エ ル セ 清 水 器

･Xエルセ活水巻とは

エルセ着水8は.ホしい水もJI唖Jl(セラミックスにJ:ち
界aiht斗JOにJLづいてM先された九九tdilLです.

エルセ話水+紘.小さ棚 状セラミックス書ステンレスの
円t88に先AL､活*廿の中eA九も**によってセラ
ミックス枚を砂JLJ:リ頚管出もJLのようにJL■させAT.

エルセ慧水事は.JtJfとは暮い.*中の不■■fB
ましたLJ.特肋 dt分を添加する●なく.水そのものの■
性を暮えることで､*i,活性化AL許す.

･低ランニングコスト ･コンパクト

図2.工ルセセラミックス

rt 】 専 一
LJJII t■t ＼ -_t9179A

エJレセセラミックスとは･-

+自瀬石loo%(tI甘さホルンヘルス)

☆6ミクClンのItウダ-にし.暮tl･舶
★l91200℃で,■成

★吸収JFOIl(*吸取ti)
★比JE 26

*モースヰ丘 8 8(水AtL)

Ⅱ 方法

1)3年間使用したRO装置 (ダイセンメンプラン
NRX･82P)に､エルセ括水器 (S-5)をROモジ

ュールの直前に設置する (図5)｡

2)RO人口圧力,ROポンプ圧力,透過水流丑,
排水流量,軟水 ･透過水 ･排水の各温度,伝導度,

;t'･ントト＼一/ン (以下ET)測定を､エルセ殴忠
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図4.エルセ活水器 界面動電処理システム
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表1.エルセ清水器効果

1 始水書の赤印制搬及び畏全

2捻水管のスケ-ル除去及び保全

3 トイレの床石の制札.付書防止及び悪臭の接和

4.カルシウム･シリカ系スケールの制Ai.付書防止

5洗浄力の向上

6hNl物の生育促進

7 カルキJtの梓和

8 集晶の軽atによるJIJ*保全への貢献

9 敦化抑制効果(水道水に比べ50%強)保持2ケ月以上
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Ⅱ 結果

2002年 7月から2003年 8月までの､透過水流

丑とRO排水流量､ROポンプ圧力の経過を､図6

に示す｡エルセは2002年 9月24日に設置した｡

全期間を通じ､ほぼ安定した同様の値を示してい

る｡
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同期間の軟水 ･RO水 ･RO排水の各伝導度を

みると､RO水伝導度は安定していたが､軟水伝

導度とRO排水伝導度の差は､エルセ設置後､一

時拡大し､その後､縮小している傾向がみられた

(図7)｡
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しかし､図7だけでは評価しにくいため､軟水

伝導度と軟水流丑の積からRO排水伝導度と排水

流量の積をひいてみた｡すると､エルセ設置後､

あきらかにRO排水伝導度の積が軟水伝導度の積

を上回っていることが分かった (図8)｡これは､

エルセ水がROモジュールに蓄積していたスケー

ルや微粒子を剥がしている結果と推測することが

できる｡
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軟水とRO水のET測定結果を図9に示す｡

軟水のETは2000-17000EtJ瓜 の間で変動して

おり､エルセ設置前後の差は認められない｡2003年

7月には貯水槽を洗浄したため低下がみられる｡

しかし､RO水のETには大きな変化が認められる｡

エルセ設置後3ケ月目から検出限界未満になり､その

状態が続いている｡2003年 7月に一度だけ2EU/L

と検出されたが､微丑であり､その後の測定では､検

出限界未満が続いている｡

これは､モジュール外側に蓄積していたETが減少

したか､または､モジュール内側に付着したスケール

にバイオフィルム形成があり､これがスケールとともに

剥がれ落ちたため､と推測される｡

Ⅳ 考察

エルセ清水器の設置により､ROモジュールの汚れ

が減少した可能性が考えられ､モジュール寿命が延

長する可能性も期待される｡

エルセ清水暑削ま､透析紋の清浄化と経費の低減化

に有効であろうと思われる｡
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